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細胞では TAXの発現が抑制されており、これら TAX非発現の ATL細胞の増殖機序に関して
は不明な点が多い。そこでまず、TAX 非発現 ATL 細胞株に対し siRNAライブラリーを導入

















mTORC1/mTORC2 二重阻害剤はいずれも ATL 細胞株に対し G0/G1 期で細胞周期停止を誘
導したが、二重阻害剤のみが細胞死をもたらした。また、PI3K/AKT/mTOR シグナル経路上
の各分子のリン酸化を確認したところ、mTORC1 阻害剤処理の細胞株では、AKT Ser-473
はリン酸化され AKT の活性化が認められたが、二重阻害剤では AKT のリン酸化は阻害され
ていた。同様の結果は ATL患者由来検体でも確認された。ATLに対する両阻害剤の感受性の
違いは, AKTの活性化抑制の有無が重要であることが考えられた。 
























  したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
  なお、本学位授与申請者は、平成 30年 1月 30日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け、
合格と認められたものである。 
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